
9 月29日は、区役所から公開生放送いたします。
内容は「ワクワクとよひらんど」です。
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とよひらの日
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2011

人　口　213,592人　 （＋201）
世帯数　108,666世帯 （＋138）
（ 8 月 1 日現在。（ ）内は前月比）
※ 男女別人口は、公表され次第
掲載します

9

とよひら元気印（第59回）

豊平区ホームページ「夢ひらく 花ひらく とよひらく」
　http://www.city.sapporo.jp/toyohira/

豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
　ＦＭアップル76.5ＭＨz　毎週木曜日午後 3時～
※

　区内の土木や造園などの建設会社が中心となり組織されている豊
平区災害防止協力会。風水害などの緊急災害時に救援や復旧活動に
協力し、地域住民の安全に寄与することを目的に設立されました。
　強風をもたらした平成16年の台風18号到来時のような緊急時出動
のほか、防災訓練、小学校周辺の通学路や道路標識の清掃、吉田川
の清掃や東月寒地区の交通安全街頭啓発への協力など、地域に密着
したボランティア活動も行っています。
　「仕事柄、建設機材やノウハウを持った作業員がいるので、それ
らを生かして地域の安全のために何かできれば」と話す多畑さん。
「公共事業の削減などで建設業界全体が今厳しい状況にあります。
また、業界を見る目も厳しい。こうした活動を行うことで、一般の
方にも、真面目に頑張っている建設業の仕事を理解していただけれ
ば」と真剣なまなざしで語ります。

地域に根差した活動を

　東北地方に甚大な被害をもたらした東日本大震災発生から約半
年、「あの震災を受け、私たちも何をすればいいのか、何ができる
のかを改めて考えさせられました」。
　近くに海がないことから津波の心配がなく、地盤も比較的安定し
ているなど、防災上恵まれている豊平区ですが、「災害はいつ起こ
るか分かりません。そのためにも、日ごろからどのような災害が起
こり得るのか検討しておく必要があります。災害時に大切なのは、
とにかく連絡体制を整えること。土木センターを拠点に、秩序を持
ちつつ機動的に後方支援に当たりたい」。決して人ごとではない災
害を念頭に、地域の安全を願いながら、今日も活動を続けます。

東日本大震災を契機に

▲

倒木を設置しての
防災訓練

▲入学式を前に、通
学路と道路標識の清
掃を実施

豊平区災害防止協力会会長　豊平区中の島在住
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